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１．はじめに

他の教科に先駆け、数学と理科において平成24年度から新学習指導要領による指導が始

まります。今回の改訂では、「基礎的・基本的な知識・技能を習得する学習活動、これらの

活用を図る学習活動及び総合的な学習の時間を中心とした探究活動といった学習の流れを

重視し、基礎的・基本的な知識・技能の習得とこれらを活用して課題を解決するために必

要な思考力・判断力・表現力等の育成をバランスよく図ること」としています。今回は、「基

礎的・基本的な知識・技能の習得する学習」に重点を置いた授業の取り組みについてまと

めてみました。

２．授業の実践例

今回は爾第１学年で実施した授業での取り組みの一部を紹介させて頂きたいと思います。

(1)『たすき掛け因数分解』の授業

因数分解公式のacxz＋(a。＋bc)x＋ｂｄ＝(ax＋b)(cx＋d）の指導では、まず生徒達に

｢實;１５Ｆ]｡を配布して､たすき掛け因数分解について説明をしました｡上記の公式は､たす
き掛けという方法を用いて計算することでも因数分解ができるという話をし、たすき掛け

因数分解を行うために必要な形式について説明をしました。教科書に掲載されているたす

き掛け因数分解では、それぞれの項の係数のみを取り出して解く形式で説明されています

が、本校の生徒の状況を考慮すると係数だけではなく、それぞれの項を取り出して①～③

に記入する形式が良いと考え教科書とは少し変えて説明をしました。実際の計算方法の説

明は、例２１の内容を吹き出しの説明と照らし合わせながら行いました。板書する際には、

色チョークを利用し視覚的にも理解しやすいよう工夫をしました｡その後､「寳霧r可の問
24,問２５の問題を解くように指示をしました。数学的学力が高い１人の生徒は、たすき掛

け因数分解の解法を未U用しないで答えを出していましたが、ほとんどの生徒は説明した内

容を参考にしながら自力で解答していました。問題が解けていない生徒の中には、②や③

の項を取り出す際に符号をつけるのを忘れてしまう生徒や⑥や⑦の部分に符号を書かない

生徒、⑧や⑨の和が③と一致せず解答が途中で止まってしまう生徒もいましたが机間巡視

をしながら個別に指導していく事で対応することができました。問24,問２５の解答後には

贋雨]の練習に取り組むように指示を出しましたが､たすき掛け因数分解を理解できてい
る生徒も出てきたため、前回通りのヒントが記載したタイプ（資料３の下半分）とヒント

が少なくなった形式（資料３の上半分）を提示し、自分の状況にあった方を利用するよう

に指示をしました．時間をかけて指導したことで数学が苦手な生徒も自分の力で答えを出

すことができ、「自分でも解ける」という達成感を得ることができていたようでした。
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(2)『方程式と不等式』の導入で１次方程式の内容を確認した授業

「方程式と不等式」の単元に入る前に、１次方程式の計算方法を復習する時間を取り入

れました。これは不等式の計算は、負の値の乗除による不等号の向きの違いがあるものの

基本的には、１次方程式の解法が身についていれば不等式の計算にも対応できると考えた

からです。授業では、まず生徒自身が１次方程式をどの程度理解しているのかを把握する

ため､陶河を配布し1次方程式の解法の復習を全体で行いました｡1次方程式の用語や
解き方を確認した後に、生徒達に解答出来る問題を解答してみるよう指示し、時間をとり

ました。問題を容易に解ける生徒もいれば、前半の問題は解けるが分数や小数点がある全

く計算できない生徒や、全く解けずにｃ～つとしている生徒もいました。資料４の問題を

解答した後に、学習内容の理解と定着を図るために確認テストを実施しました。確認テス

トはno1~no､4まで準備し､、Clは移行して解く問題([~寶蒋~5ｺ)､no2は展開して解く
問題(E蚕回)､nq3は分数の問題Ｅ罪F5D､no4は小数の問題(~實W恩｢五コとしました。
各回とも１００点満点の問題にして６０点以上が合格点と設定し、全員がクリア出来ることを

目標とし、ｎｏ､１が終了してからｎｏ､２を配布するという形式をとりました。始めに、確認テ

ストｎｏ､１を全員に問題だけを記入した問題用紙を配布しましたが、生徒によっては全然解

けない生徒がいることも予想されたため、事前にヒントカードというプリントを準備しま

した。このヒントカーFの考え方は留萌市立蓬詑小学校の上坪里栄先生の授業実践の発表
を参考にして作成しました。ヒントカードは２種類準備し、１つ目は、ヒントが途中まで記

入してあるもの([~寳蒋~□,「寳蒋~5~1,「實i5FTl,に寳蒋~1コ)､２つ目は､ほとんどの解
法が記入してあり最後の部分を計算させるものでした｡このヒントカーＦは１回目の採点

で合格点に到達できず、自力での解法が難しいと判断した生徒に配布しました。また早め

に終わった生徒の対応として、レベルアップのための確認テストｎｏ､1～no､５を準備し時間

を有効に活用できるようにしました。今回の方法を用いることで、ほとんどの生徒が１次

方程式の解法を理解し、１次不等式の単元に入ってもつまずくことなく進めることができま

した。

３．実践の成果と今後の課題

(1)成果

このような方法を取り入れたことにより、生徒達は自力で最後まで諦めずに問題に取り

組むことが出来るようになりました。授業においても、板書事項をきちんとプリントに書

くことができるようになり授業内容の理解に役立っています。また生徒達は、一つの課題

が終わっても、積極的に次の課題を取り組むようになりました。各単元の導入部分で義務

教育段階の学習内容を復習する時間を十分に設けることで高校数学の内容にもスムーズに

入ることができ、またヒントカードを用いることで理解しにくい分野の内容も生徒同士で

教え合ったりしながら理解できるようになりました。
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(2)今後の課題

導入だけでTなく高校数学の単元においても同様の方法で授業を展開するには、プリント

で授業を実施した方が進めやすいのですが、いくつかの問題があります｡１つ目は､〕配布す

るプリントの枚数が多すぎて全てのプリントを保管することができない生徒が出てくると

いう事です。対策として授業〈時間内に時間を設けて、私の目の前で所定のファイルに閉じ

させるようにしています。２つ目は、プリント展開型の授業に慣れてしまうと板書形式の授

業にした際に授業内容をきちんとノートに書き写せない生徒が出てくるという事です。そ

の他にも、この様な取り組みを行っても生徒の理解度には影響しないなどの課題もありま

す。（定期考査後に実施しているアンケートの「数学が理解できるようになりましたか？」

の問いに「かなり理解できる」・「理解できる」と回答した生徒は前期中間後７３％、前期期

末後７４％、後期中間後７４％との結果でした｡）

４．．おわりに

藍今回の試みは今年度から始めたものであり、この取り組みで十分な効果が得られたと結

論を出すことは難しいと思います｡私自身が、まだまだ勉強不足な点も多くありますので、

今回のこの発表を通して皆さんからご意見を伺い今後に活かしていきたい、また他校の優

れた研究実践を取り入れながら、今後も研究を深めていきたいと考えています。

最後に、拙い実践ではありますが、発表する機会を与えて下さいました関係各機関の皆

様、貴重な時間を割いて発表を聞いて頂いた皆様に感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。
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建章方程式と不等式 【■望テスト、遜茎Ｃｌ葱｡X鞠】
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［ヒント］

方程式⑪両辺に狐螂し。・・在か1ﾌﾟて、

小数を含まない式になおしてb〕ら解きま乱
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透章方程式と不等式 【確認テスト…_４刺鹸皿鞠ヒソトカード】

（１）ZBx＋鮪＝－ロム

両辺にⅧ｡ 【ヒント】

方程式の両辺に虹Ｘ鰯&・・・をかけて、

小数を含まない式に趣おしてから解き垂或
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動く1１

小数点が右に]L掴

動く鰹


